
 

令和７年度 奈良市地域自立支援協議会 

（ 就労支援 ）グループ 活動計画書 

活動目的 

1 奈良市地域の福祉就労を主とした就労支援環境についてより良い方向となるように意見を出し

合い、改善を目指す。 

２就労支援に係る機関の連携を強化する。 

重点協議項目 

１就労選択支援事業が今年 10月から始まるため、その事業についての情報共有。 

2 卒業後に支援を必要と推定される普通高等学校在校生の関係者等、その他就労支援の情報を必

要とする方々に広く周知するため、イベントの開催。  

３就労支援を支える人材の育成…事例検討、勉強会などについての情報共有。 

4 就職促進及び就労定着を前提とした企業連携についての情報共有。 

5 アビリンピック奈良大会に就労移行支援事業所等からの参加を行い、事業所、利用者共に社会

的評価のある目標に向かって取り組むことで、職業訓練や就労への意欲を高める。 

テーマ 

取り組み 

ポイント 

 

 

 

１就労選択支援事業は今年 10 月から始まる喫緊の課題となっているため、各事業所が知る内容

で情報共有をおこない、10 月から始まる事業が滞りなく行えるように準備しておく。 

2 福祉就労についての情報を広く周知するため、イベントの開催 

３，４については、メールやチラシでの情報共有もおこなう。事例検討は時間を取って行う。 

５参加していなかった事業所はアビリンピックがどのような取り組みをしているか知る事から。

各事業所で説明会に参加や大会見学を行い、来年以降に大会参加ができるように準備を行う。 

検討内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１就労選択支援事業については、昨年度、厚生労働省からの講演会や就労支援グループでの

勉強会を行ったが、まだどのように進めていくのかなどが明確になっていない。 

各事業所が得た情報を共有することで、円滑に事業を行える環境整備を目指す。 

 

２昨年度行ったイベントから、福祉就労や相談先について知られていないのではないかとの

実感を得た。就労支援事業所からは、引きこもりになる前に福祉に繋がって欲しいとの思い

もあり、今年度も同じ要領でのイベントを開催する。 

イベント時期や周知方法などを精査し、より広めていければと考えている。 

 

3 アビリンピックについてどのような取り組みかを学び、各事業所の判断で取り組んでいく

かどうかを決めていく。取り組みたい事業所は事前説明会に参加したり、説明に来てもらう

などして参加に向けた取り組みを行う。 

グループ 

の頻度 

 

参加事業所・ 

関係機関 

 

 

 

 

 

活動頻度） 

全体会議・・偶数月 第 3水曜日 10 時

～ 

 プロジェクト会議 

 ・勉強会・意見交換会等、協議テーマに

応じて随時開催 

（体制） 

・主担当 

 相談支援事業所リベルテ  

・サブ担当 

参加団体・機関 

養護学校進路指導担当 

ハローワーク奈良 専門相談第二部門 

市内就労移行支援事業所 

奈良県発達障害支援センターでぃあー 

基幹相談支援センター 

奈良市障がい福祉課 

奈良市産業政策課 

なら障害者就業・生活支援センターコンパス 

奈良若者サポートステーション 



 

 

 ぷろぼの  

 なら障害者就業・生活支援センターコン

パス 

・記録 

 ハッピーサービス 

奈良市社会福祉協議会 

相談支援事業所リベルテ 

その他 

“障害のある人の就職促進を推進する”というテ

ーマについて興味関心がある機関及び事業所 

その他 

協議事項など 

 

 

医療や福祉の情報共有のあり方を工夫できないか。支援していく中で医療分野では精神科医

療は数ヶ月待ちなど初診のかかりにくさがある。 

福祉分野での情報も 1件ずつ事業所に電話するなどを行わなくてはならす、支援者だけでな

く、当事者も困っていると思われる。 

 


